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修士論文要旨
教師の自己ナラテイヴとその語り直しを通した教師コンサルテーションの試み
一日本の教師文化の特性を活かして－
AnApproachtotheNarrativebasedConsultationforTbacher：
basedontheCultureofTbachersandTbachinginJapan
桂川
【問題とH的】
近年、日本の義務教育における学外専門家、特に心理援
助者の学校参与の流れが著しい。（ex：スクールカウンセラ
ー制度」（1995年度）、「特別支援教育制度」（2003年度）
等）そのために教師以外の複数の援助者が子どもの多様な
援助ニーズに応じるための連携システムの構築が求められ
ている（石隈、2006）。しかしこのようなシステム構築要
請の流れとは裏腹に、実際に現場では機能しておらず、形
骸化したシステムが存在するという報告もなされている
（大野＼1997）。青木（1998）はこういった問題に対して
学校という独自の「場」の構造、地域・学校風土、教師個
性等への理解が不可欠であると指摘する。また久富（1988）
は戦後日本の義務教育制度は様々な現場の間道に対応する
ためにシステムの変革を志向しながら、現場ではその試み
がl－屈折－lL、教師の作業項目を徒に増やす結果が生じて来
たと指摘している。そしてその屈折を生む要因として日本
の教師文化の特徴の一つである「無限定性」（教育への無限の
奉仕）という価値理念をあげている。そこで本研究では教師
文化という「場」の構造と日本的特性を最大限活かした形で
の心理援助者と教師との連携を、教師コンサルテーションと
いう形態を通して事例的に検討することを目的とした。そし
てそれは心理・教育学的分析手法とその結果を媒介とした教
師の振り返りと自己の物語（ナラテイヴ）の語り直しによる
協働的なコンサルテーションによってなされた。
【方法】
対象者：都内公立小学校の女性教師
期間及び回数：200Ⅹ牛8月～2‾00Ⅹ年12月までの5ケ
月間。隔週の授業観察と月1～3回の面接
方法：（1）pAC分析（内藤、1997）による対象教師にとっ
ての理想及び失敗した学級イメージの態度構造の析出
（2）フランダース（1970）のFIAS（FlandersTInteraction
AnalysisSystem）を改変利用した2種類の授業へのカテゴ
リー分析。
（3）（1）及び（2）の分析結果と授業映像の振り返りを媒介とし
た・自己理解の「基盤としてのナラテイヴ」（斉藤、2003）
を語る面接。
（4）（3）のトランスクリプトを媒介とした語り直しの面接。
【結果】
（1）分析及び解釈面接により16の「理想」、19の「失敗」
泰典（Taisuke Katsuragawa）　指導：菅野　純
学級イメージが析出され、解釈面接によってそれぞれ5つ
のクラスターと4つのクラスターにまとめられた。
（2）授業のカテゴリー分析によって対象教師の授業スタイ
ルの特徴及び教師の授業意識等の要因によって授業スタイ
ルに変化が生じることが確認された。
（3）（1）及び（2）の分析結果と授業映像を交えて話し合う中で、
対象教師の特徴が自身によって確認され、自己を形成する
ナラテイヴが語られた。
（4）データを媒介とすることで対象教師の実践的暗黙知や
対象教師が感じている自己への違和感（教師としての自己
の未熟さ）が自身の言葉によって言語化された。そして語
りを続ける中でその違和感を止揚するように、自己の特性
を受け入れつつも教師として成長するためのオルタナテイ
ヴな自己のバージョンが語り直されていった。
【考察】
以下に結果（1）～（4）についての考察の一例をあげる。
（1）教師は解釈の語りを続ける中で分析によって現れたイ
メージはクラスの子どもたちの状態、あるいは自己の一時
的な状態という以上に自己理解の未熱さの帰結であると考
えるようになった。そして自己理解とそれを受け入れて振
舞うことは「教師としての責任」であるとも考えた。
（2）教師は自身の授業カテゴリー分析の結果を「指導型の
授業」と感じ、また「普段の授業の方が公開の研究授業と
比べてカテゴリー（発話の機能）が偏っている」と感じた。
一方でこの結果については「ある意味で予想通り。」とも感
じ、データを媒介とすることで対象教師がどこかで感じて
いた違和感を言語化できた可能性が示唆された。
（3）（4）教師はネガティヴに捉えていた自身の特性を、その
ことの良さにも目を向けつつ受け入れ、たとえそれがマイ
ナスとなる局面であっても隠さずに周囲の評価を受け入れ
て行動すべきであると感じ始めた。そしてそれは停滞とし
てではなく、次なる教師へと成長するための自己理解であ
ると意味づけた。そして先輩の教師の姿を参照しながら、
自身のライフコースへの省察も踏まえ、これから遭遇する
であろう様々な問題を受けとめられるような「引出し」あ
るいは「子どもをひきつける、興味を持たせる」何かを自
分の中に作っていこうと、動きはじめる様子が語りとその
語り直しを通して明らかになっていった。
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